
日本国大使館主催の天皇誕生日祝賀レセプションの機会を捉えて、会
場内に、当地で事業展開している富士通、JAL（フィンエアーと共同展
示）、丸紅による企業展示コーナーを設置し、司会アナウンスにより日
本企業をアピールした。
当日は、カル貿易ＩＴ相（当時）、ペッテルコフ首相府長官、当地で活動
する各国外交団、企業関係者を中心に約５００名の来場者があり、各
企業の展示コーナーの周辺は多くの人で賑わった。
政府を挙げてAI政策に重点を置く当地では、富士通のAIソリューション
に関する展示に対して高い関心が寄せられた。
JALについては、ヘルシンキ発東京行きのフライトが３月下旬から成田
着から羽田着に変わり、利便性が向上する等の話題に注目が集まった。
令和元年７月に当地で駐在事務所を開設した丸紅にとって、同社の取
り組み及びサービスを当地政府関係者や企業関係者に対外発信する
機会となった。特に、この展示のためにロンドンから来訪した丸紅の幹
部がカル貿易IT相（当時）と意見交換する場面があった。

天皇誕生日祝賀レセプションにおける日本企業事業PR（エストニア）

開催日： 令和２年２月１９日

場 所： スイスホテル
主催(共催)： 在エストニア日本国大使館
協力： 日本企業３社

在エストニア大使館

【概要】

【日本企業の広報】

約500名の出席者を得てにぎわう会場

富士通ブース(準備中)

JAL（フィンエアーと共同展示）ブース


